
東邦大学医療センター大森病院産婦人科専攻研修プログラム 

大森・必修科目 

救急（産婦人科救急・小児周産期救急含む）（１２週以上） 

 

 

１ 研修プログラムの目的と特徴 

すべての臨床医に求められる救急医療の初期医療に必要な基本的な知識、技能、態度を身につけ、全

人的な救急医療を実践できることを目的とする。 

東邦大学医療センター大森病院は、充実した周産期医療を行っている病院である。産婦人科救急と小

児周産期救急を救急部門（救命救急センター）と協力しながら１２週以上救急研修することができる

ことは、本研修プログラムにおける大きな特徴である。 

学会認定のACLSに準じたシュミレーション教育と心肺停止患者に対する二次救命医療を実践し、救

急蘇生法を修得することができる。  
 

 

２ プログラム管理運営体制 

東邦大学医療センター大森病院救命救急センターのスタッフ会議にて、本プログラムの管理、運営

を検討する。プログラム内容や運営に問題が生じたときはこの会議で相談の上修正や変更を行う。 
 

 

３ 教育プログラム 

 

３－１ 研修期間と研修医配置予定 

東邦大学救命救急センターに配置される。臨床研修指導医の下で二次および三次対応患者を外来で

初期診察、診断し、センターでその後の管理を行う。  
 

 

３－２ 一般目標（ＧＩＯ） 

すべての臨床医に求められる救急医療の初期医療及び産婦人科救急・小児周産期救急に必要な基本

的な知識、技能、態度を身につけ、全人的な救急医療を実践できることを目的とする。 
 

 

３－３－１ 行動目標（ＳＢＯｓ） 

1) すべての臨床医に求められる救急医療に必要な基本的知識・技能・態度を身につける。  

2）産婦人科救急及び小児周産期救急に必要な基本的知識・技能・態度を身につける。 

3）緊急を要する疾患や外傷患者の初期診療に対応できる臨床的能力を身につける。（JATEC,ACLS）  

4）救急患者の人間的、心理的理解の上にたって、治療する能力を身につける。  

5） 医療評価ができる適切な診療録を作成する能力を身につける。  

6） 救急医療を通して思考力、判断力および想像力を培い、自己評価をし、第三者の評価を受け入

れフィードバックする態度を身につける。 
 

 

３－３－２－Ａ 経験すべき診察法・検査・手技 

1） 救急状況下で的確な問診を行い、情報を聴取、収集する。  



2） 簡潔な身体診察をして、vital signを評価する。  

3） ACLS、JATECに基づいた必要な初期治療を行う。  

4） 適切な検査、治療を優先順位をつけて施行できる。  

5） 呼吸管理の必要性を判断し、治療法を選択（酸素マスク、呼吸器など）する。  

6） 循環管理治療を実行する。  

7） 緊急冠動脈、血管造影、血管内治療を理解する。  

8） 補助循環の適応を理解する。  

 

３－３－２－Ｂ 経験すべき症状、病態、疾患 

1） 意識障害の鑑別  

2） 痙攣重積の治療  

3） ショックの治療  

4） 多発外傷の初期診断・治療  

5） 熱傷の治療  

6） 中毒の治療  

7） 急性冠症候群の診断・治療  

8） 不整脈の診断・治療  

9） 心肺停止  

10）呼吸不全、喘息重積  

11)多臓器不全の治療  

12）脳死判定  

 

３－３－２－Ｃ 特定医療現場の経験 

救急外来で初期診察、治療経験する。救命救急センター（小児周産期部門）入室患者の治療管理を行

う。  

1） vital signを把握する。  

2） 緊急度、重症度を把握する。  

3） ACLSが出来る。  

4） 必要最低限の検査が出来る。  

5） 専門医へのコンサルテーションが出来る。  

 

３－４－１ 学習方略（ＬＳ） 

 

 

３－４－２ 週間スケジュール 

       

       

       



       

       

 

３－５ 評価（ＥＶ） 

主に、  

1） ACLSを理解し実行できるか。  

2） 救急患者の初期判断および治療が理解でき、的確に施行出来るか。  

3） 医療チームの一員として治療に当たったか。  

以上をチーム構成員と共に評価する。  

プログラム修了時に、診療チームの主だった構成員による評価を参考に救急医として基本的な診察、

診療が習得されたかどうかを臨床研修指導医が総合的に評価し、スタッフ会議に報告し、最終的に決

定する。 評価方法についてはEPOC2を用いて行うが、サマリ記載については病院独自の病歴要約も提

出し内容確認を行う。 

 

３－６－１ 指導体制 

本プログラムの最終的な責任は、東邦大学救命救急センター（小児周産期部門）の指導責任者にある。

研修医は診療チームに配属され、臨床研修指導医の下で指導を受ける。  

 

３－６－２ 臨床研修指導医 

臨床研修指導医責任者   一林 亮 

臨床研修指導医      本多 満 

臨床研修指導医      梶原 庸司 

臨床研修指導医      亀田 徹 

臨床研修指導医      酒井 浩多 

臨床研修指導医      鈴木 銀河 

臨床研修指導医      田巻 一義 

臨床研修指導医      矢部 敬之 

臨床研修指導医      渡辺 雅之 

臨床研修指導医      中道 嘉 

 

３－６－３ 協力施設 

三郷中央総合病院 

 


